
アマルナ文書から見るエジプトと古代近東地域の外交関係

ナーセル・メッカーウィ＊

住吉祐亮訳

1 アマルナ文書の関係者と彼らの首都

a．エジプト（アメンホテプ3世、アメンホテプ4世＝アケトアテン、ッタンカーメン）

b.バビロニア（カダシュマン・エンリルからブルナ・ブリアシュ）

C.アッシリア（アッシュール・ウバリト 1世）

d.ミタンニ（トウシュラッタ王）

e.アルザワ王国（ターフンダラドゥ王）

f．アラシア（アラシアの王）

g.ヒッタイト（シュッピルリウマ 1世）

発 着
メンフィスもしくはテーベ バビロン
バビロン メンフィスもしくはテーベ
バビロン エル・アマルナ
エル・アマルナ(?) バビロン
アッシュール エル・アマルナ
ワシュカン― メンフィスもしくはナーベ

ワシュカン― エル・アマルナ
メンフィスもしくはテーベ アルザワ
アルザワ メンフィスもしくはテーベ
アフシア エル・アマルナ

ハットウシャ エル・アマルナ

2 外交手段：書簡

文書番号
EA 1 
EA 2; 3; 4; 5; 6; 
EA 7; 8; 9; 10; 11; 12 

EA 14 
EA 15; 16 
EA 17; 18(?); 19; 20; 21; 
22; 23; 24; 25; 
EA 26; 27; 28; 29; 30 
EA31 
EA32 
EA 33; 34; 35; 36; 37; 38; 
39; 40 
EA 41; 42(?); 44 

書簡の形式はどの場所においてもほぼ同じである。古代の近東における書簡は、通常、以下の構成からなる。

a.宛名

b．挨拶文

C．書簡の主題

d.終わりの辞

e.日付と印

＊ カイロ大学考古学部エジプト学科

宛名と日付

(Department of Egyptology, Faculty of Archaeology, Cairo University, Egypt) 
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世界のどの文化でも、書簡は少なくとも受け取り手の名前を含む旬から始まっており、送り主の名前も、

送り主と受け取り主の社会的地位についての手掛かりと同様に、しばしば含まれる。古代の近東における挨

拶の形式は、宛名に添付されるものであった。

古代近東の書簡では、宛名、挨拶文（見出し）や書簡の主題とは対照的に、書簡の他の部分（終わりの辞

と日付）は時折紛失している。

2.1 宛名

アマルナ文書では、 3種類の宛名の形式が存在する。これらは、

ana R qibima umma S 

「RへSのように話す（言う）。」

EA 1: 1-4; EA 7: 1-2; EA 8: 1-3; EA 6: 1-3; EA 9: 1-3; EA 10: 1-2; EA 11: 1-2; EA 15: 1-3; EA 16: 1-3; EA 

17: 1-3; EA 18: 1-2; EA 19: 1-3; EA 20: 1-4; EA 21: 1-4; EA 23: 1-5; EA 26: 1-2; EA 27: 1-2; EA 28: 1-4; 

EA 29: 1-4; EA 35: 1-2; EA 37: 1-2. 

umma Sana R qibima 

「Sのように、 Rへ話す。」

EA 5: 1-4; EA 31: 1-2; EA 34: 1-2; EA 41: 1-3. 

ana Rumma S 

「Rへ話す、かくのごと<sが。」
EA 33: 1-2. 

となる。

以下の要素によって、宛名は拡張されうる。

a.LUGAL「王」、 LUGALGAL「偉大な王」、 LUGALGAL sa matmisiri「偉大なるエジプトの王」のような、

称号によって。

b.S鯰 ia(a!Jija)「私の兄弟」、もしくはSES-ka(ahika)「あなたの兄弟」のような、親戚関係の名称によって。

c. !Jatanija sa ara'amu sa ira'manni「私の義理の息子、私が愛し、私を愛する者」、もしくはemtlkasa 

ira‘amuka「あなたを愛する義理の父」のような、姻戚関係によって。我々はこの形式を、ミタンニ

のトウシュラッタ王からエジプトの王アメンホテプ4世への書簡形式でのみ確認した。

受取人と送り手の名前は、先述の3種類の宛名の形式の全てで常に言及される。

2.2 挨拶文

この形式は、青銅器時代後期のエル・アマルナにおける国際的な往復書簡において初めて生まれた。そこ

では、アマルナ式挨拶形式が維持されているのである。この形式におけるアッカド語の基本的な大要は、次
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のように成り立つ。 anama!Jarija I ana iasi sulmu a-na ma!J-ri-kaもしくはa-naka-sa「私は元気で、万事順

調である。あなたが万事において順調であらんことを。」このような特定の挨拶形式は、 2つの主要な部分

から成立する。

a-na UGU-iaもしくはa-naia-si sul-mu a-na E.M鯰iaDAMMES-ja DUMUMES—ia LOGAJ.MES-ia ERiN 

MES-ja ANSE.KUR.RA.M鯰ia 呪!CIR.MES—iaui-na糾 KUR.MES-iadan-nis Ju-t.i sul-mu 

「私にとって、全てが順調である。我が家、我が妻、我が息子、我が臣下、我が軍、我が馬、我が二輪戦車、

そして我が国中が、万事大いに順調である。」

(EA 1: 7-9; EA 5: 9-12; EA 31: 3-5; EA 35: 3-5; EA 7: 4-5) 

a-na ia-si Ju sul-mu 

「私にとって、全てが順調である。」

(EA 3: 4; EA 6: 4; EA 10: 3; EA 8: 4; EA 11: 3; EA 9: 4; EA 17: 4; EA 18: 3; EA 19: 5; EA 20: 4; EA 21: 8; 

EA 23: 6; EA 26: 2-3; EA 27: 3; EA 28: 6; EA 29: 2; EA 33: 3; EA 37: 3; EA 38: 3; EA 39: 3; EA 41: 3) 

a-namahri-Kaもしくはa-naka-sa Ju sul-mu a-na E-ka DAMMES-ka DUMUMES-ka LVGAL.MES-ka ERiN 

MES-ka AN5E.KUR.RA.ME5-ka呪IGIR.M鯰kaiJ i-na幻 KUR.MES-kadan-nis dan-nis Ju sul-mu 

「貴方にとって、全てが順調であらんことを。貴方の家、貴方の妻、貴方の息子、貴方の臣下、貴方の軍、

貴方の二輪戦車、そして貴方の国中が、万事大いに順調であらんことを。」

(EA 2: 4-5; EA 3: 4-6; EA 5: 4-8; EA 6: 5-7; EA 7: 6-7; EA 8: 5-7; EA 9: 5-6; EA 10: 4-7; EA 11: 3-4; EA 

17: 5-10; EA 19: 5-8; EA 20: 4-7; EA 21: 8-12; EA 23: 6-12; EA 26: 3-6; EA 27: 3-6; EA 28: 6-11; EA 

29: 3-5; EA 35: 5-8; EA 37: 4-7; EA 38: 3-6; EA 39: 5-9; EA 41: 3-6; EA 42: 5-7) 

2.3 終わりの辞

エル・アマルナの国際書簡では、終わりの辞が、私の知る限り存在しない。しかしながら、これらの内

18枚の書簡におけるanasulmani SES-ia「我が兄弟の健康のために」もしくはanasulmanika「貴方の健康

のために」を伴う表現形式において、それは、様々な贈り物の約束の後に続いている。

2.4 日付

私の知る限り、書簡には日付の表示が無く、日や月、年などの詳細な日付が無い。 EA23の終わりにのみ、

ヒエラティックでrnpt36 ibd 4 prt「第 36年、冬の4月」と日付が記されているが、これは当該の書簡が

原文から写されたものであり、エル・アマルナの国際書簡局において用意されていたためである。

25 



Seminar on Egyptology and Monuments 

EA 23 

3 王室書簡の範囲

エル・アマルナからの国際書簡は、主に以下のテーマに関するものである。
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＆金、ラピスラズリ、馬、二輪戦車、衣服、椅子やベッドのような、貴重な贈り物の交易

EA2:Rs.1-5（カダシュマン・エンリルからアメンホテプ3世）；EA3: 13-22と32-34（カダシュマン・

エンリルからアメンホテプ3世）；EA4: 36-50（カダシュマン・エンリル？からアメンホテプ3世？）；

EA 5: 13-33（アメンホテプ3世からカダシュマン・エンリル） ；EA 6: 20-22（ブルナ・ブリアシュ

からアメンホテプ3世） ；EA 7: 53-72（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世） ；EA 8: 43-47（ブ

ルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世） ；EA 9: 7-18と38（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ

4世） ；EA 10: 8-24と43-49（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世） ；EA 11: 19-34（ブルナ・

ブリアシュからアメンホテプ4世） ；EA 14（アメンホテプ4世からブルナ・ブリアシュヘの贈り物

リスト） ；EA 15: 9-15（アッシュール・ウバリトからアメンホテプ4世） ；EA 16: 9-12（アッシュー

ル・ウバリトからアメンホテプ4世） ；EA 17: 36-45（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 

19: 34-70と80-85（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 20: 80-84（トウシュラッタから

アメンホテプ3世） ；EA 21: 35-41（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 22（トウシュラッ

タからアメンホテプ3世への贈り物リスト） ；EA 25（トウシュラッタからアメンホテプ3世への贈

り物リスト） ；EA 27: 104-113（トウシュラッタからアメンホテプ4世） ；EA 29: 182-187（トウシュ

ラッタからアメンホテプ4世）；EA31: 28-38（アメンホテプ3世からアルザワのターフンダラドゥ）；

EA 34: 16-25（アラシア王からエジプト王へ） ；EA 35 10-15, 23-26と43-53（アラシア王からエジ

プト王へ） ；EA 37: 9（アラシア王からエジプト王へ） ；EA 41: 23-43（シュッピルリウマからッタン

カーメン？）。
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b政府間関係の強化

EA 1: 62-65（アメンホテプ3世からカダシュマン・エンリル） ；EA 6: 8-17（ブルナ・ブリアシュか

らアメンホテプ3世）；EA7: 36-41（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世）；EA8: 8-10（ブルナ・

ブリアシュからアメンホテプ4世）；EA9: 6-7と19-37（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世）；

EA 15: 7-9（アッシュール・ウバリトからアメンホテプ4世） ；EA 17: 21-29と51-54（トウシュラッ

タからアメンホテプ3世）；EA19: 30-33（トウシュラッタからアメンホテプ3世）；EA20: 8-13（トゥ

シュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 23: 30（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 24 § 

35: 111-113（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 28: 42-49（トウシュラッタからアメン

ホテプ4世） ；EA 32: 2-4（アルザワのターフンダラドゥからアメンホテプ3世） ；EA 34: 42（アラ

シア王からエジプト王） ；EA 41: 7-13と16-22（シュッピルリウマからッタンカーメン？）。

C政略結婚

EA 1: 10-17と96-98（アメンホテプ3世からカダシュマン・エンリル） ；EA 2: 6-11（カダシュマン・

エンリルからアメンホテプ3世）；EA3: 4-12（カダシュマン・エンリルからアメンホテプ3世）；EA4:

4-22（カダシュマン・エンリルからアメンホテプ3世？） ；EA 5: 16（アメンホテプ3世からカダシュ

マン・エンリル）；EA11: 16-22（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世）；EA19: 17-24（トウシュ

ラッタからアメンホテプ3世） ；EA 20: 8-9と14-32（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 

21: 13-23（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 24 § VI: 59-62（トウシュラッタからアメ

ンホテプ3世）；EA31: 11-26（アメンホテプ3世からアルザワのターフンダラドゥ）；EA32: 4-13（ア

ルザワのターフンダラドゥからアメンホテプ3世）。

d—死に対するなぐさめ

EA 11: 5-15（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世） ；EA 28: 12-19（トウシュラッタからアメ

ンホテプ4世） ；EA 29: 55-60（トウシュラッタからアメンホテプ4世）。

e王位継承に対する祝辞

EA 33: 9-10（アラシア王からエジプト王） ；EA 29: 61-64（トウシュラッタからアメンホテプ4世） ； 

EA 41: 16-17（シュッピルリウマからッタンカーメン？）。

t歴史上の出来事

トウシュラッタと DU-bi間の紛争 EA17: 11-20（トウシュラッタからアメンホテプ3世）、ミタンニ

とヒッタイト間の戦争EA17: 30-35（トウシュラッタからアメンホテプ3世）、アラシアにおける疫

病EA35: 14-15と35-39（アラシア王からエジプト王）等。

g王族の使者と御用商人の特権

EA 7: 73-82（ブルナ・ブリアシュからアメンホテプ4世） ；EA 8: 10-21（ブルナ・ブリアシュから

アメンホテプ4世） ；EA 16: 43-55（アッシュール・ウバリトからアメンホテプ4世） ；EA 24 § 29: 

40-42（トウシュラッタからアメンホテプ3世） ；EA 28: 12-41（トウシュラッタからアメンホテプ

4世） ；EA 29: 155-161（トウシュラッタからアメンホテプ4世） ；EA 30: lff.（トウシュラッタ？か

らカナン王） ；EA 38: 23-25（アラシア王からアメンホテプ3世） ；EA 39: 10-20（アラシア王からエ
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ジプト王）。

h神像の道程

EA23: 13-17（トウシュラッタからアメンホテプ3世）。

i—国際書簡のプロトコル

EA 3: 19-31（カダシュマン・エンリルからアメンホテプ3世） ；EA 7: 8-32（ブルナ・ブリアシュか

らアメンホテプ4世） ；EA34:7-15（アラシア王からエジプト王） ；EA 42: 15-26（送り主不明）。

4 王族の使者

アマルナ文書は、当時の交易や外交を理解するための有力な証拠を提供してくれるため、我々にアマルナ

の使者の外交における役目に関する重要な手がかりをもたらす。アマルナの使者の重要性を探る際には、最

初に誰が使者 (marsipri)となりえたのか、を考えなければならない。 EA149: 83は、一般に宮殿と密接

に結びつく誰かが使わされるため、歩兵がこの地位を占めていたと言及している。文書のうちー節 (EA21, 

III, 22-23)は、ミタンニの王女が王家の使者として動いたと述べ、一方、別の一節 (EA29: 156-162)は

ミタンニの王族の一員が使者として使わされたことを示している。 EA11: 36-37とEA39: 10-20では、商

人が王族の書簡の運び手として伴われた。

使者の重要性を示すさらなる証拠が、使者の名前を特定している約 23通の手紙が存在するという事実に

よってもたらされる。うち幾名か、特にエジプトの使者Maneとミタンニの使者Gilliaは何度も繰り返され

ているが、ほとんどの使者は一度しか現れていない。王室の代表として、王家の使者は多少の便宜と特権を

もつことを期待される。カダシュマン・エンリルは、エジプトの使者へ「彼と飲食をともにする」ように勧

めている。別の事例では、バビロニアの王ブルナ・ブリアシュが、自身が病気にかかっており、エジプトの

使者とともに彼の主催する食事会またはワインを飲む機会が一度も取れなかったため、使者へ陳謝している

(EA 7: 8-10)。幾人かの使者は異国の君主から贈り物を与えられた。一例として、ミタンニの王トウシュラッ

タはエジプトの使者Maneと通訳のljaneを壮麗な方法で丁重にもてなし、多数の贈り物を彼らに与えた。
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ここで、使者の職分と任務をまとめると以下のようになる。

aー自らの王から異国の君主へ、粘土板もしくは“tuppu"を運ぶこと。

b異国の君主へ書簡を読み上げること。

c彼の国の政策を通訳し、主張すること。

d—外交関係を確立、もしくは再確立すること。

e将来の花嫁を見定め、交渉し、伴ってくること。

f王たちの間で贈り物を運ぶこと。



アマルナ文書から見るエジプトと古代近東地域の外交関係

5 王家の使者の許可証

王家の使者にとって国から国へ渡る旅のあいだ、許可証を持つことは重要であった。したがって、幾名か

の王家の使者は王から許可証を受理していた。この許可証は彼らの旅をより速くし、官僚的な遅れを回避す

るための、使者の手助けとなった。それは一回だけ、特定のーか所のみ、そして特別な任務に限り有効であっ

た。

このような証書は王族の使者の名前、職業、送り主、同行者、目的地を証明するものであった。

EA 30は、こういった証書の典型的な例である。本書はミタンニからエジプトヘ行く旅路をより速くし、

そしてカナンやエジプトの国境、特に国境線で、官憲が適切な証書のために旅する使者を調べていた要塞

Sileを渡るときに、官僚的な遅れを避けるために王族の使者に与えられたものである。

a-na LUGAL.MES sa KUR Ki-na-a-a!J-{!Ji} I JR.MES S鯰 iaum-ma LUGAL-ma I a-nu-um-ma 1A-ki-ia 

LODUMUKIN-ia I a-na UGU LUGAL KUR Mi-i$-ri—i SES-ia I a-na du-ul-lu-!Ji a-na kal-le-e I al-ta-par-su ma-

am-ma I lu-t.i la i-na-a砂 i-is-st.iI na-aO-ri-is i-na KUR Mi也 ri-i/§u-ri-pau a-na 5U/[L10!Jal-zu-u!J-li sa 
KURMi-is-ri-i/it-t[i｝!Ja-mut-ta Ji—ilfli7 -[i］k/UKat(?)-st.i mi-im-ma i-na mu!J-!Ji-su Ju-ti la ib-b在a5-5i

「我が兄弟に仕える者、かのように王は言う、カナンの王へ。私は我が兄弟、エジプトの王へ速やかに

届くよう、至急我が使者Akiyaに本書を添えて送る。何人も彼を妨げてはならない。彼にエジプトへ

の安全な入国を与えよ、そして彼をエジプトの要塞の司令官に引き渡せ。彼を即時に進ませよ、そし

て彼の贈り物が関係する限り、彼は何に対しても義務を負わないだろう。」 (EA30-13) 

6 王家の使者が旅する期間

下記は、王家の使者の旅する距離と期間の表である。 C・キューネは、待望の首都に到着する 24日から

40日の旅行期間の一日における距離の平均を、 50kmから 65kmであると提唱している。

道程 距離 (km) 旅行期間
ワシュカンニ⇔メンフィス 約1550km 24日から31日
ワシュカンニ⇔アマルナ 約1850km 29日から37日
ワシュカンニ⇔ァーベ 約2250km 35日から45日
バビロン⇔メンフィス 約1500km 23日から30日
バビロン⇔アマルナ 約1800km 28日から36日
バビロン⇔ァーベ 約2200km 40日から50日
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